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多様な価値観に対応した社会教育推進の取り組みとして、

地域住民に学習の機会を提供するほか、自ら企画する 学習

活動を通じ て、自治公民館活動の活性化及び地域連帯意識

の向上を図 ることを目的として、 中央公民館（社会教育推

進課）が実施する 支援事業です。  

 

 

申請期間  

令和６ 年４月 １日 から 令和７年 1 月 31 日 まで  

※予算に達し次第受付終了  

実施期間（講座 開設期間 ）  

令和６ 年４月 ８日 から 令和７年 2 月 28 日 まで  

 

 

自治公民館が担う役割  

・講座の企画運営  

・実績報告書の作成  

・会場使用料及び教材費などの負担  

中央公民館（社会教育推進課）が担う役割  

・学習計画 や 講師等の相談  

・講師及び運営委員の謝金負担及び支払い  

 

 

申請書 等各種様式は浦添市ホームページからダウンロードできます  

講座開設について 、お気軽に中央公民館までご相談ください  

 

浦添市  自治公民館講座    検索  

概
要 

期
間 

役
割 
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講座開設の流れ 

｜ 自治公民館  ｜      ｜ 中央公民館  ｜ 

講 座 の 学 習 計 画 を た て る  

（ 日 時 ・ 内 容 ・ 講 師 の 選 定 な ど ）  

申 請 書 ｜ 様式第１号 を 記 入 し  

社 会 教 育 推 進 課 へ 提 出 す る  

※ 講 師 に つ い て 、 誰 に お 願 い し て よ い か

わ か ら な い 場 合 は 、 中 央 公 民 館 ま で お

気 軽 に ご 相 談 く だ さ い  

自 治 会 か ら 運 営 委 員 を １ 名 選 出 す る  

申 請 書 の 内 容 を 確 認 後 、 ２ 週 間 以 内 に  

開 設 承 認 書 ｜ 様式第２号 を 発 行 す る  

※ 運 営 委 員 は 、 講 座 責 任 者 と し て 、

申 請 か ら 実 績 報 告 書 の 提 出 ま で  

行 っ て も ら い ま す  

申 請 し た 計 画 に 沿 っ て 講 座 を 開 設 し 実 施 す る  

■ 計 画 に 変 更 ま た は 中 止 が 生 じ た 場 合 は 、 変 更 ・ 中 止 届 ｜ 様式第４号 を 提 出 し て く だ さ い  

実 施 後 、 速 や か に  

①  実 績 報 告 書 ｜ 様式第３号 

②  内 容 が わ か る 資 料 （ テ キ ス ト や 写 真 ）  

③  講 師 ・ 運 営 委 員 の 債 権 者 登 録  
 

① ～ ③ を 社 会 教 育 推 進 課 へ 提 出 す る  

１ 講座の企画 

5 開設の承認 

内 容 確 認 後 、 ２ ～ 3 週 間 後 を 目 安 に 謝

金 を 指 定 す る 金 融 機 関 に 振 り 込 む  

8 謝金の支払い 

２ 運営委員の選定 

３ 申請書の提出 

6 講座の実施 

申請書の提出 
7 報告書の提出 

申請書の提出 

※ 中 央 公 民 館 事 務 室 へ 直 接 持 参

も し く は メ ー ル （ 推 奨 ） に て

提 出 く だ さ い  
 

※ 写 真 は 、 可 能 な 限 り デ ー タ で

提 出 く だ さ い  
 

※ 債 権 者 登 録 は 、 押 印 後 ・ 原 本

を 提 出 く だ さ い  

 

※ 参 加 者 名 簿 （ 提 出 不 要 ） を

活 用 し 、 参 加 者 の 把 握 に 努

め て く だ さ い  

※ 申 請 書 は 、 中 央 公 民 館 事 務 室 へ 直 接 持 参 も

し く は メ ー ル （ 推 奨 ） に て 提 出 く だ さ い  

4 口座登録の確認 
講 師 ・ 運 営 委 員 の 債 権 者 登 録 （ 浦 添 市

へ の 口 座 登 録 の 有 無 を 確 認 す る  

※ 登 録 が 無 い も し く は 、 登 録 内 容

に 変 更 が あ る 場 合 は 、 債 権 者 登

録 の 提 出 が 必 要 に な り ま す  

2



過去実績 

令和５年度  

自治公民館名 講 座 名    講 師 名    回 数  
参加者 

（延べ） 

上 野  

ヨ ガ 講 座  山 里 真 依 子  ５ 回  49 名  

手 作 り を 楽 し も う  

セ ル フ ケ ア 講 座  

仲 宗 根 米 子  

安 次 富 悦 子  

新 田 温 子  

與 那 城 京 子  

５ 回  42 名  

伊 祖  

英 祖 kids た い こ 教 室  銘 苅 良 二  ５ 回  123 名  

英 祖 English 教 室  銘 苅 千 枝  ５ 回  34 名  

茶 山  

コ グ ニ サ イ ズ  屋 良 利 枝  ３ 回  22 名  

ス マ ホ 使 い 方 相 談 会  城 間  剛  １ 回  7 名  

県営経塚団地 ス ク エ ア ス テ ッ プ  銘 苅  輔  5 回  55 名  

前 田  初 心 者 の た め の 三 線 講 座  玉 城 智 恵 美  ５ 回  40 名  

屋 富 祖  三 線 教 室  三 線 の 音 に 誘 わ れ て  比 嘉 武 光  ５ 回  32 名  

当 山  高 齢 者 の 福 祉 拠 点 と し て の 公 民 館 の 役 割  上 地 武 昭  1 回  19 名  

浦 城  

編 み 物 （ シ ョ ー ル ） 習 得  与 那 嶺 幸 子  ５ 回  58 名  

初 め て の 三 線  仲 村 順 一  ５ 回  54 名  

浦 西  

辰 の 干 支 づ く り  

共 同 制 作 「 か く れ ん ぼ 」 の 作 成 （ 押 絵 ）  
友 利 利 和 子  ５ 回  72 名  

太 極 拳 入 門 講 座  天 久 富 雄  ５ 回  83 名  

安 川  

フ ェ ル ト で サ ン タ を 作 ろ う  城 間 和 江  ３ 回  24 名  

料 理 の 数 を 増 や そ う  新 垣 和 歌 子  ２ 回  24 名  

宮 城  

Engl ish conversation class  又 吉 あ り さ  ５ 回  31 名  

フ レ ス コ ボ ー ル を 楽 し も う ！  小 寺 以 作  ２ 回  22 名  

県 営 沢 岻  

高 層 住 宅  

シ ー ク ワ サ ー ゼ リ ー と 万 能 み そ だ れ を 作

り ま し ょ う  
大 城 利 子  2 回  29 名  

ク リ ス マ ス ク ッ キ ー と  

大 根 で わ さ び 漬 け と ミ ル ク 漬 け を 作 ろ う  
玉 城 春 子  2 回  19 名  

皆 か ら の 好 評 の ″く ず も ち ”を 作 ろ う  大 城 利 子  １ 回  14 名  

美 味 し い ″蒸 し パ ン ″を 作 ろ う  玉 城 春 子  １ 回  13 名  

講 座 開 設 ｜ 12 自 治 公 民 館  22 講 座   78 回  866 名  

  

自治公民館講座  
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令和４年度  

自治公民館名 講 座 名  回 数  
参 加 者  

（ 延 べ ）  

牧 港  終 活 に つ い て （ 相 続 ）  １ 回  12 名  

港 川  

サ ン シ ン の 造 り を 学 ぼ う  ３ 回  63 名  

食 と 健 康 講 座  ２ 回  24 名  

城 間  楽 し い 天 文 学 教 室  ２ 回  57 名  

宮 城  

星 空 観 察  １ 回  25 名  

英 会 話 教 室  ４ 回  41 名  

小 湾  ヨ ー ガ 講 座 （ 初 心 者 向 き ）  5 回  37 名  

経 塚  

着 付 け 講 座  ５ 回  47 名  

三 線 教 室  ４ 回  19 名  

茶 山  

コ グ ニ サ イ ズ  ４ 回  33 名  

盆 踊 り を 楽 し む  ３ 回  41 名  

浦 城  琉 球 舞 踊 「 浜 千 鳥 」 の 習 得  ５ 回  48 名  

ニュータウン 歌 声 サ ー ク ル  5 回  178 名  

神 森  

三 味 線 講 座  5 回  43 名  

初 心 者 向 け 空 手 教 室  ５ 回  55 名  

浦 西  琉 球 歌 碑 巡 り  １ 回  25 名  

安 川  

料 理 講 習 会  １ 回  16 名  

手 芸 を 楽 し む  ２ 回  22 名  

認 知 症 に つ い て  １ 回  16 名  

県 営 沢 岻  

高 層 住 宅  

お り が み で 脳 ト レ  3 回  23 名  

い ま さ ら 聞 け な い ス マ ホ の 使 い 方 を 楽 し く 学 ぼ う  ２ 回  22 名  

美 味 し い ひ ら や ー ち ー と  

く ず も ち の 上 手 な 作 り 方 を 学 ぶ  
２ 回  21 名  

講 座 開 設 ｜ 13 自 治 公 民 館  22 講 座  66 回  868 名  

 

令和３年度  

自治公民館名 講 座 内 容  回 数  
参 加 者  
（ 延 べ ）  

港 川  整 体 ス ト レ ッ チ 体 操  ５ 回  70 名  

屋 富 祖  楽 し く 身 に つ く パ ソ コ ン 入 門 講 座  ５ 回  42 名  

仲 西  手 作 り 教 室  4 回  28 名  
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経 塚  三 線 教 室  4 回  23 名  

浦 城  ふ く ろ う の 壁 掛 け 作 り  ５ 回  12 名  

神 森  

整 体 ス ト レ ッ チ 体 操  ５ 回  31 名  

た の し い 三 味 線 教 室  ５ 回  52 名  

安 川  

布 を 使 っ て 花 作 り を 楽 し む  ２ 回  20 名  

お い し い 漬 物 を 作 ろ う  １ 回  11 名  

め ざ せ ！ ！ 美 文 字  ２ 回  16 名  

講 座 開 設 ｜ ７ 自 治 公 民 館  10 講 座  38 回  305 名  

 

令和２年度  

自治公民館名 講 座 内 容  回 数  
参 加 者  
（ 延 べ ）  

港 川  親 子 教 室  
 

4 回  29 名  

屋 富 祖  

み ん な で 考 え よ う SDGS。 着 物 や 帯 を 使 っ た か ば ん 作 り  
 

2 回  8 名  

学 ん で 作 ろ う 。 栄 養 満 点 軽 食 セ ッ ト  1 回  5 名  

手 づ く り ケ ー キ で は っ ぴ ー X's mas  
 

1 回  5 名  

内 間  100 歳 体 操 講 座  3 回  44 名  

沢 岻  民 謡 で 健 康 づ く り  5 回  56 名  

経 塚  

カ ラ オ ケ 講 座  2 回  24 名  

三 線 教 室  2 回  20 名  

大 正 琴 講 座  1 回  6 名  

生 花 教 室  １ 回  5 名  

当 山  私 が 歩 ん だ 琉 舞 の 道 ～ 琉 舞 の 手 踊 り ～  
 

1 回  8 名  

茶 山  

手 芸 を 楽 し む  
 

２ 回  21 名  

浦 添 城 址 と 茶 山 ・ 茶 山 音 頭 に つ い て  
 

2 回  17 名  

ニュータウン 手 話 ダ ン ス  
 

5 回  98 名  

港 川 崎 原  琉 球 舞 踊  
 

5 回  34 名  

浦 西  コ グ ニ サ イ ズ  
 

5 回  47 名  

県 営 沢 岻

高 層 住 宅  

コ ロ ナ に 負 け な い 大 正 琴  
 

3 回  18 名  

楽 し く 三 線  
 

5 回  25 名  

講 座 開 設 ｜ 11 自 治 公 民 館  18 講 座  50 回  470 名  
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41自治公民館実施状況（ 回 数 ）  

自 治 公 民 館 名 R2  R3  R4  R5  計  

仲 間 0  0  0  0  0  

安 波 茶 0  0  0  0  0  

伊 祖 0  0  0  10  10  

牧 港 0  0  1  0  1  

港 川 4  5  5  0  14  

城 間 0  0  2  0  2  

屋 富 祖 4  5  0  5  14  

宮 城 0  0  5  7  12  

仲 西 0  4  0  0  4  

小 湾 0  0  5  0  5  

勢 理 客 0  0  0  0  0  

内 間 3  0  0  0  3  

沢 岻 5  0  0  0  5  

経 塚 6  4  9  0  19  

前 田 0  0  0  5  5  

西 原 一 区 0  0  0  0  0  

西 原 二 区 0  0  0  0  0  

当 山 1  0  0  1  2  

大 平 0  0  0  0  0  

広 栄 0  0  0  0  0  

茶 山 4  0  7  4  15  

緑 ヶ 丘 0  0  0  0  0  

浦 城 0  5  5  10  20  

浦添ニュータウン 5  0  5  0  10  

牧 港 ハ イ ツ 0  0  0  0  0  

浦添グリーンハイツ 0  0  0  0  0  

浅 野 浦 0  0  0  0  0  

前 田 公 務 員 宿 舎 0  0  0  0  0  

港 川 崎 原 5  0  0  0  5  

上 野 0  0  0  10  10  

マ チ ナ ト タ ウ ン 0  0  0  0  0  

神 森 0  10  10  0  20  

浦 西 5  0  1  10  16  

安 川 0  5  4  5  14  

当 山 ハ イ ツ 0  0  0  0  0  

浦 添 ハ イ ツ 0  0  0  0  0  

県 営 経 塚 団 地 0  0  0  5  5  

浦 添 市 街 地 住 宅 0  0  0  0  0  

県営沢岻高層住宅 8  0  7  6  21  

陽 迎 橋 0  0  0  0  0  

県 営 港 川 団 地 0  0  0  0  0  

計 50  38  66  78  232  
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令和 6 年度  『自治公民館講座』  実施要項  

 

 

１ 事業概要及び目的  

多様な価値観に対応した社会教育推進の取り組みとして、自治公民館が主体とな

った講座の開設を支援し、学習活動を通じた自治公民館活動の活性化及び地域

連帯意識の向上を図る。  

 

２  申請受付及び実施期間  

（1）  申請期間  令和 6 年 4 月 1 日から令和 7 年 1 月 31 日まで  

    ※予算に達し次第受付終了とする  

（２）  実施期間  令和 6 年 4 月 8 日から令和 7 年 2 月 2８日まで  

         

３  対象者  

浦添市内 41 自治会会員及び地域住民  

 

４  開設要件  

（１）  運営について  

・  自治公民館より運営委員を１名選任し、講座責任者として、申請から実施後の

報告まで遂行できること。  

・  講座開設において、財源として他の助成金などを受けていないこと。  

 

（２）  講座内容について  

・  内容は、地域課題や地域住民の学習ニーズを踏まえ設定すること。  

・  政党特定の政治的・宗教的な内容でないこと。  

・  講座回数は年間５回以内とし、時間は１回につき原則２時間とする。  

・  Zoom 等を活用したオンラインでの講座は可とする。  

 

（３）  実施場所について  

・  原則、各自治公民館や中央公民館等の公的施設を利用すること。  

・  会場や日程は各自で確保、設定すること。  

・  会場使用料や教材費などは自治公民館または参加者の負担とする。  

 

（４）  講師について  

・  各自治公民館で選定すること。  

・  講師は、浦添市へ口座登録（債権者登録）を行うこと。  
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５  社会教育推進課支援内容  

（１）  講師謝金  

・  １回 7,000 円（3,500 円×２時間）とし、各自治公民館の年度上限を 5 回分

35,000 円とする。源泉徴収額 10.21％差引あり。  

 

 （２）  運営委員謝金  

   １回 1,000 円とする。  

 

 （３）  講座開設及び運営の助言  

講師の選定や学習計画等、講座の開設及び運営において、必要に応じた助言を

行う。  

 

６  申請手続き  

（1）  講座を開設しようとする自治公民館は、申請書（様式第 1 号）を社会教育推

進課へ提出する。  

 

（2）  社会教育推進課は、提出された申請書の内容を確認し、２週間以内に開設承

認通知書（様式第 2 号）を自治公民館長あてに交付する。  

 

（3）  自治公民館は、全講座終了後、２週間以内に実績報告書（様式第 3 号）及び

学習会の内容がわかる関係資料（配布テキスト・写真等）、講師 ・運営委員の債権

者登録を社会教育推進課へ提出する。  

 

（４）  社会教育推進課は、提出された報告書の内容を確認し、２～３週間後を目途

に、指定する金融機関へ謝礼金を振込む。  

 

７  変更または中止  

承認後、内容が変更または中止となった場合は、変更 ・中止届（様式第 4 号）を社

会教育推進課へ提出すること。なお、変更した内容が、当初設定した学習目標と大

きく相違がある場合は、再度申請手続きを行うこととする。  

 

８  担当部署・問い合わせ先  

  浦添市教育委員会  社会教育推進課  （浦添市立中央公民館）  

  電 話｜098-879-5503 

  メール｜kominkan@city.urasoe.lg.jp 
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令和 4 年 5 月 10 日

☑

4 年 6 月 1 日 （ 水 ） 18 時 30 分 ～ 20 時 30 分

4 年 7 月 1 日 （ 金 ） 18 時 30 分 ～ 20 時 30 分

4 年 8 月 1 日 （ 月 ） 18 時 30 分 ～ 20 時 30 分

年 月 日 （ ） 時 分 ～ 時 分

年 月 日 （ ） 時 分 ～ 時 分

※公民館職員記入
□ 有　（令和      　年 度）　　　□ 無

債権者
登   録

運営委員 □ 有　　　　□ 無

講　　　師 □ 有　　　　□ 無
学習内容
区分番号

―
過去実績

（３年以内）

自 治 公 民 館 講 座

申 請 書

同　上

日　　時 令和

学 習内容

住   所

氏　名

学 習 計 画

講 座 名 スマホ安心安全講座

携帯大手キャリアの３G回線サービス提供の順次終了に伴い、スマホを使わざるを得ない時代になって
きた。様々なネット上のトラブルについて正しい知識を身につけ、快適なスマホ生活を送ることを目的と
する。

講座の様子（写真等）を、公民館が発行する広報誌や各種報告物に使用することに同意します。

○○○○○○○○@○○○○.co.jp

浦添市○○○○

氏　名

「スマホ依存について」
臨床心理士を招いてスマホの過剰使用によって生じる影響（人間関係・食生活・睡眠・心理
面・身体面）を学ぶ

講 師 氏　名 ○○　○○ 住   所

第
１
回

第
３
回

日　　時 令和

学 習内容

「サイバー犯罪について」
警察を講師に招いて、ネット詐欺をはじめ、迷惑勧誘メール等、犯罪に巻き込まれないために
身近な実例から対応方法を学ぶ

第
４
回

日　　時 令和

第
２
回

日　　時 令和

学 習内容

「ネットいじめについて」
ネット上での誹謗中傷をはじめ、ネットが持つ匿名性の怖さから簡単に被害者にも加害者に
もなってしまう現状を学ぶ

講 師 氏　名

住   所

住   所 同　上

講 師 氏　名 ○○　○○ 住   所 浦添市○○○○

学 習内容

講 師

第
５
回

日　　時 令和

学 習内容

講 師 氏　名 住   所

○○自治公民館 ○○　○○

浦添市○○○○

（ 様 式 第 1 号 ）

浦添市教育委員会 教育 長 殿

次 の と お り 講 座 を 開 設 し た い の で 、 申 請 し ま す 。

自治公民館名 館 長 名
（自治会長名）

記 入 例

学習目標

場　　所 ○○自治公民館

Email

連絡先 090-XXXX-XXXX
運営委員

〇〇　〇〇

提出する日を書いてください

講座責任者として申請から実績報告

書の提出まで、事務局とやりとりでき

る方を記入してください

実施における写真の使用について、同意欄にチェックしてください
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4 年 9 月 15 日

4 年 6 月 1 日 ～ 4 年 9 月 1 日

回 人

□

□

1 / 2

次 の と お り 講 座 を 実 施 し ま し た の で 、 報 告 し ま す 。

自治公民館名

（ 様 式 第 ３ 号 ）

▼ 全体の振り返り

学習目標に
対する成果

スマホが便利で主流になっているからこそ、それに伴うリスクやルールを軽視してはならない。意識付けが
できた今、より安全で快適なスマホライフを過ごすためにも、子供たちだけでなく、これからスマホに変えざ
るを得ない方（特に高齢者）が抵抗をもたないように、どのように便利さやリスクを伝えていくかが課題であ
る。次回は、シニア向けのスマホ講座を企画したいと思う。

参加者の
感 　   想

※別添可

・スマホの便利さは日々実感しているが、そこに潜む様々なリスクと対処法を学ぶことができてよかった。
・Instagramに興味があり、近々はじめる予定だが、投稿する際の留意点はといてもいい意識付けになっ
た。
・第３回に警察の方から直接話が聞けたのは、危機感と同時に安心感もあり、より身近に感じることができ
た。万が一トラブルになった時の相談先を教えてもらえたこともよかった。
・ネットいじめについて、見えにくい分、日頃から相談しやすい環境をいかに作るかが大切だと感じた。家族
間だけでなく、近所、地域の方とのコミュニケーションを増やしていきたいと思った。

4 参加者数

自 治 公 民 館 講 座

実 績 報 告 書

講 座 名 スマホ安心安全講座

実施期間 令　和 令　和

学習目標
携帯大手キャリアの３G回線サービス提供の順次終了に伴い、スマホを使わざるを得ない時代になってき
た。様々なトラブルについて正しい知識を身につけ、快適なスマホ生活を送ることを目的とする。

場　　所 ○○自治公民館

運営委員

講座回数 全

次ページ｜各回の実施報告

講師及び運営委員の謝金の支払いに係る債権者登録（要押印）

記 入 例

浦添市教育委員会 教育 長 殿

令　和

合計 40

○○自治公民館 ○○　○○

〇〇　〇〇氏　名 住   所 浦添市○○○○

館 長 名
（自治会長名）

※運営委員記入（提出書類の確認）

講座の資料・写真 ３～５枚程度 ※データ送付先 kominkan@city.urasoe.lg.jp

提出する日を書いてください

添付書類について確認をお願いします。

講座全体を通じて、あるいは第〇回について等、参加者からの感想を集約し、お書きください

（箇条書きで可）

学習前と学習後の成果（あるいは、講座を通してみえた今後の課題）をお書きください

講座責任者として、申請から実績報告書

の提出まで、事務局とやりとりできる方

を記入してください
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4 年 6 月 1 日 （ 水 ） 19 時 0 分 ～ 21 時 0 分

☑ □ 人

4 年 7 月 1 日 （ 金 ） 19 時 0 分 ～ 21 時 0 分

☑ □ 人

4 年 8 月 1 日 （ 月 ） 19 時 0 分 ～ 21 時 0 分

☑ □ 人

4 年 9 月 1 日 （ 木 ） 19 時 0 分 ～ 21 時 0 分

☑ □ 人

年 月 （ ） 時 分 ～ 時 分

□ □ 人

（ 様 式 第 ３ 号 ） 2 / 2

▼ 各回の実施内容

第
１
回

日　　時

学習形態

講    師

令和

学んだこと

スマホの使い過ぎが習慣化すると、情報のインプットが多すぎて「脳疲労」の状態に陥り、脳の情
報処理機能が低下してしまう。また、長時間の使用により、スマホ首と呼ばれる肩こりや頭痛、眼精
疲労やドライアイなど、身体へ及ぼす影響も大きい。このような症状が悪化すると、うつ病になる場
合がある。通知設定や利用時間等、快適に過ごすためのポイントを学んだ。

対面形式 オンライン 参加者数 10

氏　名 ○○　○○ 住   所 那覇市○○○○

第
２
回

日　　時 令和

学んだこと

SNSのいじめや嫌がらせは、周囲はなかなか気づきにくく、短期間でエスカレートしやすいのが特
徴。子供たちを被害者、加害者にしないための対策として、スマホのデータ通信料や利用状況を気
にかけて把握しておけば、ささいな変化に気づきやすい。特に、夜間は加害者の場合はヒートアッ
プしやすく、被害者は傷ついたり思いつめたり過敏に反応しやすいため、夜間の使用制限は効果
的である。

学習形態

氏　名 同　上 住   所 同　上

対面形式 オンライン 参加者数 10

講    師

第
３
回

日　　時 令和

学んだこと

高齢者のネット詐欺被害が急増している現状と最近の巧妙な手口を学んだ。宅配業者を装った不
在通知やマイナンバー制度に便乗した不正な勧誘や個人情報の取得が横行しているなど、日常生
活にうまく溶け込んでおり判別が難しい。対策としては、知らない番号やメールが届いてもクリック
しないようにすることが鉄則であり、周りの人や警察、あるいは国民生活センターに相談すること
大切がである。

学習形態 対面形式 オンライン 参加者数 10

講    師 氏　名 ○○　○○ 住   所 〇〇警察署　※講師謝金不要

第
４
回

日　　時 令和

学んだこと

SNSに投稿した写真には多くの情報が入っている。背景や撮影場所、撮影時間から、意図しない
形での個人情報の流出やプライバシー・著作権・肖像権の侵害など、様々なリスクを学んだ。また、
ネットタトゥーと呼ばれるほど、ネット上に一度投稿した情報は取り消せない。SNSという便利な情
報共有ツールをうまく利用する上で、他の人が嫌がる可能性のあることはしないというのが最低限
のルールであり、マナーである。

学習形態 対面形式 オンライン 参加者数 10

浦添市○○○○

学んだこと

学習形態 対面形式 オンライン 参加者数

講    師 氏　名 ○○　○○ 住   所

第
５
回

日　　時 令和 日

講    師 氏　名 住   所

謝金が発生しない

場合は、その旨お書

きください

各回の内容を具体的にお書きください

11



4 年 月

4 年 9 月 1 日

☑

□ ☑ □ ☑ □

☑

浦添市教育委員会 教育 長 殿

号 で 承 認 の あ り ま し た 講 座 に つ い て 、1令和 5 30 日 付 、 浦 教 社 第

講 座 名 スマホ安心安全講座

次 の と お り 届 け 出 ま す 。

館 長 名
（自治会長名）

令和

自治公民館名 浦添自治会公民館 浦添　太郎

（ 様 式 第 4 号 ）

記 入 例
自 治 公 民 館 講 座

変 更 ・ 中 止 届

その他

変　更 ※当初設定した学習目標と大きく相違がある場合は、再度申請手続きが必要となります

変更箇所 時　期 内　容 講　師 回　数

理　　由 SNSの間違った使い方による青少年の事件やトラブルを学ぶ内容を追加するため

変更前

第１回　６月１日｜スマホ依存について
第２回　７月１日｜ネットいじめについて
第３回　８月１日｜サイバー犯罪について

理　　由 新型コロナウイルス感染拡大により施設が使用できなくなったため

変更後

第１回　６月１日｜スマホ依存について
第２回　７月１日｜ネットいじめについて
第３回　８月１日｜サイバー犯罪について
第４回　９月１日｜SNSのトラブルについて　（講師　○○○○氏予定）

中　止 ※ 全 回 中 止 の 場 合 の み

提出する日を書いてください

全講座が中止になった場合に ✓（チェック） してください

「開設承認通知書」の右上に記載されています
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債権者
担当者

№ TEL・内線

※　該当するものを○で囲んでください

浦添市長　殿

※　この申請書は、支払いを受ける担当課へ提出してください。 担当者（会社・団体のみ）

※　この申請書は、契約書及び請求書等に記入・押印される債権者情報と一致するよう作成してください。
　　また、新規及び変更、口座追加、廃止届に関わらず、全ての項目について記入・押印してください。

フリガナ

債 個人氏名

又は

法人・団体名

フリガナ

住　　　所  〒     901

T E L 098-876-1234
所　在　地 F A X

※　債権者の氏名 又は 法人名と口座の名義が異なる場合は下記の委任状が必要になります。
　　ただし、報酬や謝礼金など源泉徴収の対象となる支払いは本人名義の口座に限ります。

□　←下記振込口座①が公共工事の前払金専用口座の場合はチェック☑を入れてください。 法人印

✔　銀　　行 □　農業協同組合

□　信用金庫 □( 　 　　　 　）

✔　支　　店 □　支　　所

□　出  張 所 □(　　　　　　）

口 預金種別 １．　普通　　２．　当座　　３．　その他 0 0 1 2 3 4 5

座 カ　　　ナ

① 口座名義

□　←下記振込口座②が公共工事の前払金専用口座の場合はチェック☑を入れてください。

□　銀　　行 □　農業協同組合

□　信用金庫 □( 　 　　　 　）

□　支　　店 □　支　　所
□　出  張 所 □(　　　　　　） ３字訂正

口 預金種別 １．　普通　　２．　当座　　３．　その他
字挿入

座 カ　　　ナ

字削除

② 口座名義

※　修正液・修正テープ・砂消し等不可

委任者 受任者

住　所 住　所

氏   名 印 氏   名

※　受任者は口座の名義人と一致します。

確　　認

委　　　　　　　任　　　　　　　状

口 座 番 号

浦添市から当方に支払われる金額の受領については、次のものに委任します。

会計課
記入欄

登　　録　　日 登　録　者

訂正印 ※上記のいずれかの印を

押してください

口 座 番 号

込 支 店 名 支店コード

ウラソエ　イチロウ

浦添　一郎

振 金融機関 銀行コード

1

込 支 店 名
てぃだ
てだこ

支店コード 0 0

契約・請求・受領の際の使用印鑑

1

振 金融機関 浦　添 銀行コード 0 0 0

者 又は 浦添市安波茶１－１ 浦添アパート101

-　2501 ※　個人として受けとる場合は自宅の住所を記入

権
代表者名

　　　　　ウラソエ　イチロウ 契約・請求・受領の際の使用印鑑

生年月日（M・T・S・H　元年4月31日）

浦添　一郎
代表者印　又は　個人印

浦　添　市
受付課名

債　権　者　登　録 （新規 ・ 変更 ・口座追加・ 廃止） 申　請　書

令和○○年○○月○○日

記　入　欄

□　←報酬や謝礼金など源泉徴収の対象者であればチェック☑を入れてください。

① ②

③
④

⑤

⑥

浦
添

⑦

⑧

⑨

浦
添

⑩
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【個人】債権者登録申請書の書き方

浦添市から支払を受ける場合、債権者登録を行う必要があります。
以下の要領に従って債権者登録申請書（以下「申請書」という。）を作成し、支払を受ける市担当課へ

提出してください。
新規、変更、口座追加及び廃止のいずれの申請に関わらず全ての項目を記入・押印してください。

<申請書提出の流れ> 申請者 → 市担当課 → 市会計課

①債権者No.
・新規登録以外は市担当課で番号を記入する

②受付課名、担当者、ＴＥＬ・内線、源泉徴収対象者の判定
・市担当課が記入する

③新規・変更・口座追加・廃止
・該当するものを○で囲む

④日付、担当者
・日付 申請書を作成した日 又は市担当課に送付する日
・担当者 申請書を作成した担当者名及び部署など

⑤個人氏名、住所又は所在地
・契約書及び請求書等に記載される内容と一致させること
・個人氏名（芸名等不可）、生年月日及び自宅の住所を記入する

※生年月日は所得税（日額・月額対象者）控除の対象者以外は記入の必要はありません。

⑥振込口座①
・振込先の口座情報を記入する
・口座番号は右詰めで記入する
・債権者（個人氏名）と口座名義が異なる場合は委任状（⑧）の記入が必要

⑦振込口座②
・振込口座を複数登録する場合に記入する

⑧委任状
・債権者名（個人氏名）と口座名義が異なる場合に記入する。その場合、“委任者と債権者名”が一致し、

“受任者との口座名義人”が一致すること。 ※本委任状にて委任できるのは 金額の受領 のみです。

⑨個人印
・請求書、契約書及び受領の際に使用する個人印を押す（認印可）

⑩訂正印
・誤りがあれば、訂正、挿入及び削除した文字数を記入し⑨の印鑑を押す
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